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モンロー大統領は 「ドク トリン」を提示 したのだろうか?

一第七次年次教書の精神分析的解読

下河辺美知子

は じめ に=肉 声の メ ッセージ

「モ ンロー ・ドク トリンは、1823年12月2日 、モ ンロー大統領 が第 七次

年次教書の 中で表 明 したアメ リカ の外交政策 である」歴史教科書 には こうし

た説明が書かれて いる。 しか し、モ ンロー の声で年次教書が読 まれ るのを聞

いた連邦議会議員 たちの耳 に、あ の長 い演説 はアメ リカ合衆国 の外交政策 の

基盤 とな る 「ドク トリン」 として聞 こえたのだろ うか?ま た、モ ンロー大統

領 自身、前 もって 「ドク トリン」 を提示す る ことを想定 して あのス ピーチ原

稿を作 った のだ ろ うか?後 に我々が 「モ ンロー ・ドク トリン」 とよぶ よ うに

なる ものは、理論 に基 づいた外交方針 と して理解 されてい る。 しか し、当 日

モ ンロー大統領 の 口か ら出た言葉 を通読す る とき、そ こには外交方針 につい

ての 「教義」 を構築 し、聞き手 を説得 しよう とする配慮が希薄で あるよ うに

見えるのだ。

「ヨー ロッパへ の不干渉 とヨー ロッパ か らの孤 立」 を、我 々は現在 、モ ン

ロー ・ドク トリン と呼 ぶ。 しか し、 あの 日モン ロー大統領の 口か ら発せ られ

た言葉は 「教 え導 く」 とい う効 果 を持つ 「ドク トリン」 として成立す る条 件

を必ず しも満た して はいない。それ故 に、モンロー宣言が発せ られ た時点 に

おいて、そ の言葉 は 「ヨー ロッパ諸国 にとって何 の影響 もな く、 アメ リカ合

衆国側 にも、そ の効 力を発揮 す る力 もそ の意 向 もなかった」(Rappaport2)と

考 える歴史家た ちもいる。あの演説 の中の対外 政策に関す る部分が アメ リカ

外交の振 る舞 いを左右す る力は、歴史 の流れ の中で、後 日、時間 をかけて作

られて いった ので ある。

GretchenMurphyは モ ンロー ・ドク トリンの言説 の 「可変性(flexibility)」 を

指摘 して いるが、そ の指 示機能の重層性 が、以後 、最大限 に利用 され 「各々

のケース にお いて 、明確 かつ簡潔な物語 を提供 し、複雑な状況 に意 味を与え

てきた」(Murphyviii)の で ある。モン ローの演説 の中に仕込 まれた素材 は、そ

の時々の状況 によって抽 出 ・編集 されて、「ドク トリン」という理論体 系に仕
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立て上げられたのである。

本稿は、歴史家が取 り組んできたモンロー ・ドク トリンへの意味付けの変

遷というテーマを人文科学という領域に持ち込んで新しい光を当てることを

目的としている。折しも、最近 「半球思考」「間大陸思考」「惑星思考」といっ

た概念が、hemisphere,continent,planetarityといった用語とともに文学批評の

分野で論じられることが多くなっている。二十一世紀の文学批評に現れるこ

うした用語が、1823年 のモンローの年次教書の随所にはめ込まれているのを

見る時、十九世紀初めのレトリックが二十一世紀アメリカと根幹の部分で連

動していることが判明し、モンロー ・ドク トリンをめぐる政治 ・外交のテー

マに文学研究の洞察が有効であるという確信を強くする。本稿では1823年

12月2日 、モンローの声に載せられて届けられた言葉そのものに焦点をしぼ

り、その言葉たちを記号論的に検証することで、アメリカ的自意識の中にあ

るものを精神分析的に考察する。モンローの肉声の中に、以後二百年にわた

り、アメリカ合衆国と世界との関係を形成する萌芽を求めるとともに、常 に

回顧的に言及されるモンローの言説を分析 してみたい。

1.埋 め込まれたメッセージ 又は 掘 り出される ドクトリン

モンロー大統領が読み上げた第七次年次教書は6,383語 の長文であった。

普通の速度で読んで50分 か ら1時 間はかかる長さである。その中で、南北ア

メリカ大陸に対するそれ以外の地域か らの介入の拒否、および合衆国側から

ヨーロッパ側への不干渉が述べられている部分が後にモンロー ・ドク トリン

として呼ばれるようになるのであるが、年次教書テクス ト全体か らその部分

を見るとき、二つのことが明らかになる。一つは、外交政策に関するくだり
一後に不干渉と孤立 と解釈される部分一は、教書全体50パ ラグラフのうちの

3パ ラグラフにすぎないことである。語数から見ても956語 となっていて、

全体の14.98%で ある。あの演説がモンロー ・ドク トリンという外交政策を表

明したものであるという前提は、量的に見るかぎりあまり説得力を持たない

ようだ。

さらにもう一つ注 目すべき点は、3つ のパラグラフ(956語)が 二つの部分

に分断され、大きく離れた個所に置かれていることである。第7パ ラグラフ

(192語)と 第48,49パ ラグラフ(764語)で ある。当然、各々の個所がは

め込まれた文脈は異なっている。前者は北米大陸の北西海岸にロシアが進出
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して くることに対 して、後者は南米大陸の独立国に干渉しようとするヨー

ロッパ諸国に対 してのアメリカ合衆国の反応である。もしモンローの演説が、

大西洋の向こうの世界 との絆の切断と、その世界への不干渉という 「ドク ト

リン」を提示する目論みのもとに構成され書かれたのだとすれば、その概念

が遠く離れたニカ所に分けて語られていることはス トラテジー的に得策 とは

言えないであろう。連邦議会議員たちに外交政策を教示する説得の言説を展

開したのが年次教書であるという説はにわかに弱まり、それに従って、あの

演説が 「ドクトリン」であるという言い方自体を再考する必要が出てくるの

である。今 日我々がモンロー ・ドクトリンと呼ぶものは、長大な年次教書の

中に埋め込まれた言葉の中の3つ のパラグラフにスポットをあて、その中か

らさらにいくつかの言葉を掘り出して ドク トリンに作り上げたと言えるので

はないだろうか。

2.外 界に対する痙攣的レスポンス

年次教書の中の3つ のパラグラフの文言の重要性、有用性は、その後、様々

な解釈がそこか ら取 り出されてきた歴史的事実からも明らかである。956語

の言葉たちが、アメ リカ社会 ・文化にとってあれほどの指示 力(signifying

potential)を持つのはなぜなのか。モンローの言葉はこれまで外交に関する理

論として扱われ、その言葉とアメリカ政治の現実とのつなが りが研究されて

きたが、本稿で論 じようとするのは、あの956語 の中に、理論を裏から支え

情念を注ぎこむのにうってつけの言語記号が点在 しているという点である。

そこには、共和国の理念や民主主義の意義とは別に、希望、恐怖、欲望、嫌

悪といった情緒に直結する意味と結びつ く言葉が、記号という形で浮遊 して

いる。熟慮の上に選びとられた言葉ではなく、外界の状況に対して とっさに

みせた痙攣的反応であったからこそモンローの言葉はそうした記号的可能性

を持つにいたったのである。l

l823年 当時、ヨーロッパでは、英、露、プロシア、懊四力国により戦後の

安定を計るべ くウィーン体制が作られていたが、ギ リシャ、ポル トガル、イ

タリアでは革命がお こり、ヨーロッパ列強はその抑圧にかかっていた。一方、

アメリカ合衆国としては、神聖同盟諸国によるラテン ・アメリカの再植民地

化を恐れ対応にせまられていた。それに加えて、ロシアも北米大陸の北西海

岸の所有権を主張する気配 を見せたため、そちらにも対処しな くてはならな
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い 。こんな状況 の中にあって 「ヨーロ ッパの状況 に促 されて発表 」(西崎2011

226強 調 下河 辺)さ れた のがモン ローの演説だ った のである。

ヨー ロッパ諸国 の激動 と、南米 ・北米大 陸への ヨー ロッパ のかかわ り方 に

目を光 らせ る中、 モ ンローはアダムズ、 ジェフ ァソ ンとい った政治家 たちの

声に押 された形で あの年次 教書の言葉 を声 に乗せ た。 とは言 え、 ヨー ロッパ

か らの思惑は決 して一 つの まとまった形 をとって西半球 に向 け られ た もので

はなか った。 ヨー ロ ッパ側 の国々は、互 いに牽 制、同盟、威嚇 を しあいなが

ら西半球 にた い して複雑 な働きか けを続 けていた。 とすれば、第七次年次 教

書の中の 「不干渉」「孤立」という政策 も、どの国の どの働 きか けへ の反応 で

あるのか を一つ一 つ点検 する必要が あるのかも しれない。本稿 は歴史研究 の

論文ではな いので 、 この点 につ いては歴史家 たちの解釈の いくつか を紹介 す

るに とどめた い。 まず、DexterPerkinsは 、モ ンロー演説 に 「二重 の起源 と二

重の 目的が ある」(Perkins3)と 指 摘 し、北米大 陸西南海岸 に侵攻 しよ うとし

た ロシア と、南米 に介入 しよ うとした ヨー ロ ッパの二方面か らの働 きかけ に

たい してモ ンロー が反応 した と言 って いる。 これに対 しヨー ロ ッパ 内部 の差

異に敏感なArthurWhitakerは 、 モ ンローの宣言 は 「主 として神聖 同盟 ことに

フ ランス に向 け られ た ものであ る」 と述べ ている。(Whitaker492)

こ う した解釈 の中で本 稿 にとって興味深 いのは、モ ンロー の宣言 がイギ リ

スに向けてな され た とい う説であ る。EdwardH.Tatum,Jr.,は モ ンロー宣言 を、

1823年 以 前 か らア メ リカ国 内に根 強 くあった反英 国の気運 を体 現 した もの

と見な して いる。Tatumに よ れば、恐れ るべきは ロシアの南下で はな くイギ

リスのキ ューバ政策 であ り、モ ンロー大統領 はイギ リスの西半球独 占に対 す

る懸念か らあの宣言 を述 べた というので ある。(Tatum252)

ア メ リカ合衆国 のイギ リス に対す る反応 が、他 の国々への反応 よ り興 味深

い と私が述べ るのは、欲望 と抑圧 の精神分析 的重層性がそ こに現れ ているか

らであ る。 アメ リカ合衆 国 にとって、元母 国イギ リス との関係 は、愛着 と反

発 とい う、相反す る二 つの心理の相克で あ り、それが ロシアに対す るアメ リ

カ合衆国の対処 に典型 的な形で表われて いる。 ロシアの南下 に対 し脅威 を感

じたイギ リスは 、駐英 アメ リカ公使 リチ ャー ド ・ラッシュとカニ ング英外 相

との会談の際、米英共 同宣言 を提案 して いる。 しか し、様 々な 曲折 はあった

もの の、結果 的 に合衆 国側が この共 同宣言 の 申 し出 を受 け入 れ る ことはな

かった。2
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合衆国側としてはイギ リスとともに 「こちら側」を形成し、ヨーロッパ諸

国とロシアという 「あちら側」の欲望を抑圧することは好ましい方策であっ

たし、なにより、かつての宗主国との友好的な絆の維持は、国民的情緒 とし

て受け入れやすいものであった。事実ジェファソン、マディソンといった政

界の重鎮たちも英米共同宣言に賛成の意を表明していた。(中 嶋79)に もか

かわらず、結果としてアメリカ合衆国は共同宣言の申し出を拒否するのであ

る。「最初か らカニングの提案の拒否を主張 したのはアダムズ唯一人であった

にもかかわ らず、最終的に彼の意見がとおって、米英共同宣言が しりぞけら

れたのはなぜなのか」(中嶋86)こ れが歴史家か ら提示される疑問である。

これに対する精神分析的解説はこうである。母国イギリスと組む ことの安

心感は親子の関係にアナロジーできる。ヨーロッパ諸国に西半球への介入を

許さないというのは 「あちら側」の要望を阻止 したいアメリカにとって歓迎

すべきものであり、それを親子という家族関係的共同体として宣言すること

は一見、望ましい展開のように見えたはずである。しかし、この時期アメリ

カ合衆国はすでにヨーロッパ側の欲望を国家の無意識の中に転移させていた。

もしイギリスとともに宣言 した場合、親としてのイギリスと同一の場に自国

を置くことは、自分の欲望達成がさまたげ られるであろうことが予感された

としても不思議ではない。「スペイン領キューバ、プエル トリコなどカリブ海

の島々やテキサス(メ キシコ)に 対するアメリカの領土的野心」(中嶋78)は 、

政治言語に乗せにくい動機であるがゆえ、かえって米英共同宣言への決定的

障害となったと考えられるのである。3

自分の欲望を放棄する可能性を含む共同宣言であるからこそ、アメリカ合

衆国は親か らの抑圧 としてそれを拒否したのである。無意識の層において稼

働するそうした親への反発が、表面上の政治言説の理屈では解き明かせない

結果を招いたわけである。共同宣言で述べるはずだったことがアメリカ国家

の本音であることは、イギ リスからの提案を拒否した3カ 月後、ほぼ同じ内

容がモンローの年次教書によって表明されたことからもわかるであろう。

3.当 然 の 帰 結 と し て のcorollary
グ ロ 　

モンロー大統領の肉声が発音された後、その言葉はアメリカ合衆国が地球
ノヘ ノレ

規模の空間 に座 を占めてい く中で、抽 出 ・加 工 ・編集 されて 「ドク トリン」

とな りスピーチ アク ト的効 力 を発揮 して いった。巽孝之は 「モ ンロー ・ドク
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トリン刷新 の四段 階」を次 のよ うにあげて いる。4第 一段 階は1904年 の ロー

ズヴ ェル ト・コロラ リー、第 二段階は1912年 の ヘ ンリー ・カボ ッ ト・ロ ッジ

による もの、第三段階は1950年 ジ ョー ジ・ケナ ンが作 り出 した もの、そ して、

最後は ジ ョー ジ ・W・ ブ ッシュの二度 目の大統 領就任演説で述べ たもの。(巽

22-23)こ れ らはす べて 「モ ンロー ・ドク トリンの コロ ラリー 」(corollaryof

MonroeDoctrine)と 呼 ば れ、その時時 の国際情 勢にあわせた境界線 を引 くこ

とで 「あち ら側」 の範 囲を規定 して いく外交方 針であった。

言語記号 の使 い方 に、その記号 を使 う側 の意 識 ・無意識が現れて くる。 こ

れが、精神分析 と記号論 の領域の融合が もた らした洞 察であ る。で ある とす

れば、anaturalorlogicalconsequenceorresultの 意 味であ るcorollaryと い う用

語を用いて、新 しい解釈 または拡大 した意 味を 「モ ンロー ・ドク トリン」 と

して定義 しようとす る精 神的動機がそ こに見 えて くる。理論 的(logical)で あ

る といいつ つ、そ の理論 を外部 か ら検証す る作 業 を省 き、そ の まま 当然 の

(natural)帰 結(consequenceorresult)で あ る と断言す る。他者 の介入 を拒 絶

し想像界(theImaginary)の 中 で記号 とそ の意味 とをつな ぐとき の常套手段

である。 しか し、考 えてみれば このレ トリック こそ、植民地 アメ リカが国家

としての独立 を宣言 したあの独立宣言 の レ トリックその ものではな かったか。

Weholdthesetruthstobeself-evident.自 明 であ る(self-evident)と は 自らの正

当性 を自らで認証す る ことだ。モ ンロー の年次 教書の言葉が現実 に何 を指 し

示すのか につ いて 、次 々 とcorollaryと い う再解 釈を重ねて いくアメ リカ合 衆

国の外交用語 には、アメ リカ的記号 の濫用 とい う欲望が まぎれ もな く織 り込

まれて いるので ある。5

モ ンロー ・ドク トリンの レ トリックは 「包含 」 と 「侵入阻止」 の二面 か ら

成ってい るが、西半球側 に包含 された他 の国々か らみ るとき、それ は 「保護 」

と 「支配(所 有)」 とい う別の二面性 と して浮 き上が って くる。先 にあげ た4

つ のcorollaryも 、キ ューバ、メキシコの一部、南米大陸等 、西半球 の特 定の

場所 を 「こち ら側」に包含 した上で、「あち ら側 」が植民地化やイデ オロギ ー

の拡散 によ って侵入 して くる ことに対す る敵対 的な警告 を、外交用語 の陰 に

隠 して表明 した ものである とも言 えるのだ。6

モ ンローが演説 して以来 、二十一世紀 の現在 まで、ア メリカ外交 の場 で発

せ られた言葉 の中で、「あち ら側」はその時々 の国 際1青勢 によって拡大 ・縮小

してきたが、「こち ら側」もまた アメリカ合衆 国が置かれた状況 によって変 動
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して い る。1823年12月2日 連邦議会 に響 いたモ ンローの声 に回顧 的に立ち

戻 り、利用 出来そ うな言 葉 を抽出 し、時代 の要 請にそってそ の材料 を もって

「ドク トリン」 を構築 し 「自然な帰結」 と名付 けて国内外へ宣言す る。 これ

がアメ リカ の政治 ・文化 の営みで あった。

以下の章では、 モン ローの年次教書 の原 テクス ト中の 「あ ち ら側 」 と 「こ

ち ら側 」 を指 し示 す単 語 に注 目 し、記 号(signifier)と そ れ が指 し示 す 現 実

(signified)の 関 係 を、精神分析 的に考 察 し、モ ンロー ・ドク トリン言説 をめ ぐ

るア メリカ的欲望 の一端 を考 えてみた い。

4.「 あち ら側 」一一powersが 指 し示す もの

歴史の過程 の中で 「孤 立、不干渉」 という概 念で理解 され る ことになるモ

ンローの年次教書 の言葉 は、「ドク トリン」とい う原則 とな って アメ リカの立

場 ・振 る舞 い方 を 「教示 する」役 目を負 ってきた。 とすれば、そ のために不

可欠な用語は 「あち ら側 」 と 「こちら側」 を指 し示す記号で あろう。二 つの

領域の分割は地理 的境界 線 を引 くことで 明確 に行 える と考え られて いるか も

しれな い。しか し、モンローの言葉 を一つ一つ点検す る とき、「あち ら側 」も

「こち ら側」 も状況 ・文 脈 によ って様 々な記号 で置き換え られて いる ことが

判明す るので ある。

後 にモ ンロー ・ドク トリンとして 区別 され るよ うにな る3つ のパ ラグ ラフ

(956語)の 中で 「あち ら側」 を指す言葉が使われ ているのは計11か 所 であ

る。Spainと い う個別 の国家 が一度 、それか らEuropeが 一 度出て くるほかは、

すべてpower(s)と い う単語が使 われている。詳細 に挙げ てみる と、theallied

powersが4回 、Europeanpower(s)が4回 、otherpowersが1回 である。各々

の言葉が ヨー ロ ッパ の どの国、 どの連盟 をさす かについては多少 の揺れ はあ

る ものの、 「あち ら側」 をさす これ らのsignifierの 向 こうにあ るsignifiedは 、

イギ リス(場 合 によっては ロシア)を ふ くむヨー ロッパ大陸 とな っている。

とは言え、ここで注 目して ほしいことがある。それは、演説 の中で モ ンロー

はeasternhemisphereと い う言 葉 を一度 も使 っていない ことであ る。反対語 で

あるwestemhemisphereと い う記号 がモ ンロー ・ドク トリンのキー タームであ

る ことを考 えると、 このア ンバ ランス には興 味深 い ものがあ る。

さ らに 「あち ら側 」を指 す言葉 につ いて も う一つ指摘 した いのは、そ こに

最近の批評理論で取 り上げ られ る 「惑星思考 」の概念がすで に入 り込 んでい
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る ことであ る。 まず 、以下 の2か 所 の引用 をあげてお く。

Ofeventsinthatquarteroftheglobewithwhichwehavesomuchintercourse,and

fromwhichwederiveourorigin,wehavealwaysbeenanxiousandinterested

spectators.[48-3]7(italicsmine)

ThecitizensoftheUnitedStatescherishsentimentsthemostfriendlyinfavorofthe

libertyandhappinessoftheirfellow-menonthatsideoftheAtlantic.[48-4](italics

mine)

どち らも、モ ンロー ・ドク トリンの主要 メ ッセージであ る対立孤立 ではな

く、「あち ら側」に対す る友好 的な情緒 を表明 した部分 である。ヨー ロ ッパ諸

国間の ごた ごた を 「地球 上のあの地域 の出来事 」 と言い、 こち ら側 のアメ リ

カ市民 は 「大西洋 の あち ら側 の 同胞 た ち」の幸福 を念 じてい るとい う レ ト

リック。地球 全体 を包含す る友愛 とい うア メ リカ の理念 は、theglobe,that

othersideoftheAtlanticと い う地理 的記号 に乗せ られて伝 え られている。今 日

の 「惑星思考」 につながる半球思考、 問大 陸思考 とよばれ る概念 をひきよせ

る用語が十九世紀初 めのアメ リカ の政治言説 にすでに表れて いるのである。

5.「 こちら側」一一記号の横すべり

アメリカ合衆国の理念を全世界に及ぼそうとする善意が表明されているモ

ンローの演説であるが、同時に、それが拒絶 と支配のレトリックと裏腹であ

ることもまた見えて くる。そこで、今度は 「こちら側」についてモンローの

言葉がどのような記号を用いているかを見ていきたい。

先に述べたように、モンローの年次教書テクス トは、モンロー ・ドク トリ

ンという理論体系を提示 ・発信する意図を持って作られたものではなく、ま

してや国内外に、 ドク トリンの持つ実行力によって行動規範を垂れようとし

たものではない。モンローの言葉は、外界との緊迫した関係に対 してアメリ

カ合衆国がその場その場で応答した、いわば散発的な反応と見るのが本稿の

立場である。となれば、「こちら側」の範囲を区切る境界線が何を基準に引か

れているかは状況によって変わってくるはずだ。「こち ら側」を指 し示す言語

記号の揺れ、ずれをたどることで、1823年 当時のアメリカ的無意識、その欲
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望 や 抑圧がそ こか ら浮 き上がって くるので ある

年次教書テ クス ト全6,838語 中で、後 にモンロー ・ドク トリン とされ るのは

956語(3パ ラ グラフ)で あるが、その中でtheUnitedStatesと い う語 は計6回

使われて いる。連邦議会 という公的場面において アメリカ大統領 が述べた演説

であってみれば、 「こちら側」 を規定す る用語 としてtheUnitedStatesと い う

signifierこそ がsignifiedと して の現実のアメ リカ国家 に過不足な くリンクす る。

[48-4][48-14]の 二 つ の文 章では、「大西洋 の向 こう側の 同胞」へ の友好 的な気

持ちや、あ ち ら側 のいざ こざ につ いて は 「当事 者たち 自身 にまかせ る」 とい

う不干渉の表明 の主語 としてtheUnitedStatesが 用 い られてお り、アメ リカ合

衆国 とい うsignifiedと の 間 には無理 のない 自然な絆が確認で きる。8

一 方
、「あち ら側」の 「こち ら側」へ の侵入 を拒絶す るという敵対 的文脈 に

なる と、同 じくtheUnitedStatesと い う記号 を使 いなが らもモ ンロー の声色 は

全 く異な る調子 を帯 びて くる。 ヨー ロッパか らの介入 を 「theUnitedStatesに

対 する非友好的な意 向の表 明 とみ る他 はあ りませ ん」[48-13]と け んか腰 であ

るが、連邦議会議員 を前にモ ンローが 「あち ら側 」への対決姿勢 を とるそ の

根拠 を見てみた い。それ は、アメ リカ国家が47年 前 にな しとげた独立 にたい

する過剰な意味付 けにある。南米大陸 という空間において、植民地 である限

り宗主国のす る ことに干渉 するつ も りはない。しか し、とモ ンローは続 ける。

「すで に独立 を宣言 し維持 して いる政府」[48-13]に 対 す るヨー ロ ッパ諸 国の

介入は、独立 を成 し遂げ た先達 として のtheUnitedStatesが 許 さな い とい う表

明がそ こには ある。 この部 分 を見 る限 り、モン ローの レ トリックは、世 界 を

二つ にわ る概念 の境界線 を、独立 した のか していないのか、それ を 「アメ リ

カ合衆国が承認 したのか していな いのか」 とい う基準で引 いて いる ことにな

る。

さて、TheUnitedStatesと い う記号を もって 「こち ら側」を代理表象 させ る

以外 にモ ンロー の演説該 当部分(956語)に は 「こち ら側」 を示す記号 がい

くつ も使われて いる。 モ ンローの言葉が後 の人々にあれ ほど使 いまわ された

のは、「こち ら側 」を規定 する記号が いくつもあってその ことが人 々の記 号操

作への欲望 を刺激 してきたか らな ので ある。

「こち ら側」 に対応す る空間 を示す新 たなる記号を紹介す る前 に、記号 の

指示機能 につ いて巧妙 な準備が行われ た形跡 を紹介 してお きた い。 当時 ヨー

ロッパで起 こって いた国家間の いざ こざにたい して、「われわれ はいまだかつ
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て いかな る役割 も演 じた ことはあ りませ ん」[48-5]と 「あち ら側」へ の不干 渉

が宣言 され る個所 があるのだが、そ の二 つ後 の文 章で、モ ンロー の レ トリッ

クにはあ る操作が入 り込 んで くる。

Withthemovementsinthishemisphereweare,ofnecessity,moreimmediately

connected,andbycauseswhichmustbeobvioustoallenlightenedandimpartial

observers.[48-7][italicsmine]

われわれ合衆国 の人間が西半球 にお ける出来事 に 「直接 に結び付 けられて 」

お り、そのつなが りは 「必 然的」で あるとモンローは言 って いる。 国家 の境

界線よ り大 きな空 間 との関係が示唆 され たとい うことは、そ の範 囲を 自己の

領域 と宣言 したわ けで、「こち ら側 」を表す記号 を一気 に拡大 した形 で操作 す

る準備が整 う こと となった。

十八世紀半、 アメ リカ北東部十三州が独立 を宣言 した後、十九世紀初 め に

は ミシシッピ流域 な ど西部 へ大 きく拡張 したアメ リカ合衆国で あるが、 ここ

で、地球の西半分 とい う広 大な空間 を表す記号 を獲得す る布石が打 たれ た こ

とにな る。 当時 の合衆 国 とは比べ ものにな らないほ ど広大な西半球 とい う空

間 との絆 を主張す る とき、そ こには、theUnitedStatesと い う記号(signifier)を

す べ らせ ることでwesternhemisphereと い う空 間(signified)と 連 結 させ よ うと

する思惑が入 り込 んでいるのであ る。9「 こち ら側 」を指 し示す記号 は、アメ

リカ的欲望 を代行す るかたちで、膨張す るsignifiedを 追 いか けて変貌 してい

くのであ る。

6.Americaが 再表現するもの一一理念による世界の二分法

十九世紀はアメリカ合衆国にとって西漸運動の世紀であったと歴史家たち

は言う。1803年 のルイジアナ購入によって一気に開けた西部という広大な空

間の先を見据え、アメリカ国民は開拓という身体的実感を伴う作業によって

リアルな領土として西部諸州の土地を獲得 していった。しかし、その同じ時

期に発せられたモンローの言葉の中に我々が見るのは、西ではな く大西洋 を

はさんだヨーロッパに目をむける東方への視線である。そこで、西半球に自

我を同一化して世界を語るレトリックを何が支えているかを考えてみたい。

そこには、地理的、軍事的、経済的、民族的境界線とは次元のことなる別の
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境 界 線が設 け られて いるか らであ る。

「こち ら側 」を指 し示す の にモ ンロー演説 の中で用い られた用語 としては、

weの ほか には、theUnitedStatesお よ びwesternhemisphereを 紹 介 したが、全

テクス ト中、 この3つ の用語が一文 に3つ とも含 まれて いる箇所 が一 つだけ

ある。それは[48-ll]で 、47語 にわた る長文 となってお り、前半 と後 半 とで

は言葉の様子が まるき り逆転 して いると ころも注 目に値 しよ う。 まず 、前半

であるが、「合衆国(theUnitedStates)と ヨー ロッパ諸国(thosepowers)の 間

の友好関係(amicablerelations)の た め に以下 の ことを述べ るのだ」 と始 め られ

ている。 しか し、それ に続 く部分では 、他 の どの部分 にもまして対決姿 勢が

は っ き り出 され て い る。 「彼 らの シス テ ム(theirsystem)を こ の 半 球(this

hemisphere)の い かな る地域 において も拡張 しよ うとすれば、彼 らの側 の企 て

は、われわれ の平和 と安 全 に対 して危険で ある とわれわれは見な さざるを得

ない と宣言す るものである。」

TheUnitedStatesと い う一 国家 としてで はな く、西半球全体 に対す る防衛 を

宣言 す る この レ トリック を成 り立 たせ る ため に、theUnitedStatesと い う

signifierをhemisphereへ と横滑 りさせて 「こち ら側」の空間 を拡張 した心理

的記号操作 につ いてはす で に述べた。そ こでさ らに注 目した いのは、二 つの

世界の境界線 を引 くために設け られた対立基準 である。モ ンローが ここで嫌

悪 し拒絶す るのはtheirsystemつ ま りヨー ロッパ側 の政治 システムである。こ

れに対 し 「こち ら側 」のシステム とは共和制 、つま り自由 ・平等 とい う理 念

に基づき国民 の同意 によって統治す るシステムだ。当時、モ ンロー演説 の こ

の部分 を聞 いた革命第二 世代 といわれ る国会議 員たちの心 に、systemに よ る

境界線引 きという言 い方 がすんな り受 け入れ られたであ ろうことは想像 にか

た くない。

さて、ここで、「こち ら側」を指 し示す4つ 目の記号 を出して お こう。そ れ

は、Americaと い う言葉。TheUnitedStatesofAmericaの 中 のAmericaで は な

く、North/SouthAmericaで もな く、ただ一語Americaと い う記号 が、モ ンロー

の 口か らただ一度 だけ発せ られて いるので ある。そ して、 このAmericaと い

う言葉がはめ込 まれ た文 脈 こそが、今論 じたsystemに 関 す る境界線 引きの議

論その ものな ので ある。

Thepoliticalsystemofthealliedpowersisessentiallydifferentinthisrespectfrom
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thatofAmerica.[48-8](italicmine)

「あち ら側」 と 「こち ら側(America)」 の 本質的な相違 はsystemの 違 いなの

だ とい うとき、合衆 国大統 領モ ンロー はどのよ うな心理的要請 に突 き動 か さ

れてAmericaと い うそ っけな くさえ見 える単語 を使 ったのであろ うか?

半 球全体 を包含す る南 北ア メリカ大陸 とい う広 が りがAmericaと い う記号

の向 こうに設定 され ている らしいことは想像 できる。しか し、theUnitedStates

やhemisphereと い った土地 ・陸地 ・大陸そ の もの をさす記号 に比 べて、冠 詞

もつかな いAmericaと い う記号 のsignifiedが 焦 点を結ばぬよ うに感 じられる

のはなぜな のか?そ れ は、Americaと い う記号 が、現実的土地空間で はな く、
リプリゼント

oursystemの 傘 下 にお さめ る理 念 の空 間 を再表現 して い るか らで あ る。

Americaと い うsignifierと 絆 を結ぶべ きsignifiedは 、oursystemの 拡 大 によっ

て膨張す るか も しれず 、 また、現在そ の記号 で指 し示す ことがで きない空間

(王 政、独裁、共産主義 な どの政体 を持 つ国々)も 、オセ ロのコマ が裏返 る

よ うに民主主義 を採用 しAmericaと い う記号 のsignifiedへ とすべ り込 んで く

る。Americaで 指 し示せるのか、Americaで 指 し示せな いのか。そ こを分 ける

境界線がsystemの 差 異 によって引かれて いるのだ とす れば 、Americaと い う

言葉は、他 の どんな記 号よ り、概念 的かつ抽 象的な指示対 象(signified)に つ

ながる記号 として モン ロー演 説の 中で一 つだけ異彩 を放 って いる。

こうした文脈 の中で一度 だけAmericaと い う言葉 を使 った ことをモ ンロー

自身が どれだ け意識 していたのかはわか らない。また、その後二百年近 くに

わた り自分 の言葉 が加工 ・編集 されて さまざまな解 釈 を生む ことになる こと

も、彼 は想像 して いなか ったであろ う。しか し、Americaと い う言 葉が、system

とい うア メ リカ合衆 国の理念 を背負 う記号 であるかぎ り、そ こか ら 「当然の

帰結」と してのcorollaryが 派 生 し続 けた というのも歴史 的事 実であ る。1823

年 ア メ リカ大統領 モンローの言葉 の中にあったのは、 ドク トリンを作 り上げ

るための二分化 のエ ンジ ンを稼 働 させ る記号 の誘惑であ った。それ は、アメ

リカの理念 を、記号 のず らしによ って言語 に翻 訳 してい くプ ロセス であ り、

ドク トリンの 「教 え諭す こと」 という使命 を現 実世界 に行お うとす るアメ リ

カ的理想主義 の美 しくも危 うい欲望 の表れ でもあった。
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7.複 数の大陸への欲望

1812年 の米英戦争をへて元母国との関係をあ らためて確立 したアメリカ

合衆国は、大西洋をへだてた 「あちら側」という他者に対し自国のポジショ

ンをさぐっていた。1823年 の年次教書はそんな中で読まれた文書である。こ

れまでの議論では、自他の境界を意識せざるを得ない国際1青勢の中、「こちら

側」を指し示す記号がwe,theUnitedStates,(this)hemisphereと 揺れながら拡大

し、理念の象徴界を主催すべくAmericaと いう記号へとすべっていったと述

べてきた。自己の象徴界的領域の設定を試み続けるアメリカ合衆国の国家的

自意識 ・無意識のせめぎ合いが、モンロー大統領をマウスピースとして言葉

の中に表れたと言えるであろう。

モンローの演説は国家の方針を表明する年次教書という公的言説であり、

友好的国際関係をたてまえとし、アメリカ的民主主義理念を基盤とするレト

リックから成っている。 しかし、精神分析的見地から言うと、後に 「不干渉

と孤立」としてまとめられるモンローの公的言語の下に、情念による私的言

語が潜在している可能性が浮かび上がって くる。そうした観点か らモンロー

の言葉を見直すとき目に飛び込んでくるのが[49-6]の 一文である。

Itisimpossiblethatthealliedpowersshouldextendtheirpoliticalsystemany

portionofeithercontinentwithoutendangeringourpeaceandhappiness;norcan

anyonebelievethatourSouthernbrethren,iflefttothemselves,wouldadoptitof

theirownaccord.[49-6](italicsmine)

ここには 同盟諸 国がtheirpoliticalsystemを 「こち ら側」 に拡張す る ことへ

の強烈な牽制が表 明されて いるのだが 、先にあげた[48-ll]の 場 合 と異なる

のは、 「こち ら側」 を指 し示す のにcontinentと い う地理的現実的空 間を示 す

言葉が使われて いる ことである。 しか もeithercontinentと 言 う言葉 を使用 す

る ことで 、continentが 少 な く とも2つ あ る こ と、Americaと い う記 号 の

signifiedに 入 るのは南 北二つの大陸で ある ことを 自然 に宣言 して いるあた り、

モ ンローの言葉 は無意識 レベル にお いて 、地球 の半分(thishemisphere)を 「こ

ち ら側」へ 引きよせ ているのであ る。

情念の レ トリックは、 しか し、 もう一 つの記 号操作で さ らな る本領 を発揮

する。 「南米 大陸の諸国が 、theirsystemを 自分 たちか ら選ぶ と信 じる人は一
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人もいないであろう」と断言する際に、モンローは 「南米大陸諸国」をour

Southernbrethrenと 呼び血縁のメタファーを持ちこんでくる。南北両大陸を一

つのまとまりとみなし半球全体 を包含する言説は、情念の絆を負荷された記

号を使用することにより、アメリカ人の心に理性ではもた らす ことのできぬ

共感を呼び起 こしたはずである。自己の領域拡張の欲望は、連邦議会 という

公の場に発せ られた大統領の言葉の陰に、だまし絵のようにはめ込まれてい

たのである。

おわりに:モ ンロー大統領は 「ドク トリン」を提示したのであろうか?

第七次年次教書は連邦議会で読まれた時点ではまだ ドクトリンではなかっ

た。この論旨のもとに、本稿では他者に対 して 「こちら側」の境界線をどこ

まで拡張するかを探 りつつ発せられたモンローの言葉を記号論的にたどって

きた。記号の横すべ りや家族のメタファーなどの操作によって、自己の拡大

と他者の支配という共同体 につきものの欲望が演説の言葉に込められている

ことを検証してきたつもりである。

歴史のプロセスの中で 「ドクトリン」という理論体系に仕立て上げ られる

にしても、1823年12月2日 のモンローの言葉は ドク トリン発表 という意図

で構成されたわけではなかったことを証明するために、ここで、一つの文章

を分析してみたい。それは、第7パ ラグラフの第4番 目の文章である。「合衆

国の権利と利益が含まれる原則として、以下のことを断言する」という前置

きに続いて宣言されるのが以下である。

…theAmericancontinents
,bythefreeandindependentconditionwhichtheyhave

assumedandmaintain,arehenceforthnottobeconsideredassubjectsforfuture

colonizationbyanyEuropeanpowers.[7-4](italicsmine)

文中 に何気な くお かれ た二つの用語一continentsとcolonization一 が アメ リ

カ的言説の癖 をはか らず も露呈す る。 この第7パ ラグ ラフは演説 の始 ま りあ

た りに突然 出現 して植 民地化 拒絶 の宣言 をす る。今 日 「不干渉 と孤立 」 とい

う概念 を表す ときに必ず 引用 され るのが この文 章であるが、 この文脈 におい

て 「あち ら側」 はヨー ロッパではな く、北米大 陸の北西海岸 を窺 うロシアで

あった。
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ま ず 、一 つ 目の用語 として注 目す べきなのは、continentsが 複 数 として書か

れてい ることで ある。第48,49パ ラグ ラフでは、theUnitedStatesと い う記

号をwestemhemisphereと へ 結び つけるのに、言 い訳 らしきものを述 べて周到

に準備 した上で南北両大 陸 を包含 して いた。それ に比べ て、演説 の出だ し早々、
スリノブオヴ

ニ つ の 大 陸 か ら な る 西 半 球 とtheUnitedStatesは 、continentsと い う 舌 の
タ ン ク

すべ りの 中で あっさ りと重ね られて いた のである。南米大陸 を境界線 の 「こ

ち ら側」 に包含 して いる ことをモ ンロー はうっか り漏 らして いるよ うに も聞

こえて くる。

もう一つ興味深 い用語 はcolonizationで あ る。第48,49パ ラグ ラフでは世

界を半球 によって二分す るのはpoliticalsystemの 相 違で ある として、「こち ら

側」 と 「あち ら側」 の境 界線は理念 の基準 によって引かれて いた。 しか し、

第7パ ラグ ラフで アメ リカ合衆国が 「あち ら側 」に向けて宣言す るのは、断

固たる 「植民地化」 の拒 否であ る。考 えて みれば 、メイ フラワーが プ リマス

に植民者た ちを運 んで以来150年 にわた り植 民地であった アメ リカ合衆 国は、

1823年 の少 し前までは植民 され る側 であった。ア メリカ合衆 国に とって、理

念によ る境界線 よ り、植 民する側 と植民 され る側 とい う境界線 の方 が切実 な

二分法であ るのだ ろ うか。演説の始 ま りの部分 で ロシアの領土的脅威 が話 題

になる と、それ に対す る痙攣的反応 として本音 が漏れたのだ と見 る ことも出

来るであ ろうし、だか らこそ、現在、 この部分 がモ ンロー ・ドク トリンの根

源 とされて いるのか もしれない。モ ンロー ・ドク トリンの本質 に保護 と支 配

の二重の層が ある ことは批評家た ちが指摘す る ところであ るが、それ は、他

者が植民地化す る ことへの禁止 と、 自 らが植 民地化 の主体 とな る欲望 との二

重層だ った ので ある。lo

*

モ ン ローが 「非植 民地化 」の主張 を年次教書 に入れ る経緯 につ いて、Dexter

Perkinsは 興 味深 い ことを述べて いる。アメ リカ大陸 を世界の他 の領域 か ら孤

立させ るべ きで ある と考 えていた のは ジ ョン ・アダムズであ り、モ ンローの

演 説の5カ 月前 に、彼は ロシア との交 渉 に際 して 「非植民地化 の理論」(the

non-colonizationprinciple)を 年 次教書 に入 れるよ うにとモ ンロー を説得 して

いる。アダム ズが書 いた 「外交 に関す る原 稿の現物は現存 してお り …(外

交政策 に関す る)パ ラグ ラフは、 ほとんど言葉 を変更す ることな くモ ンロー

によって使われた」(Perkins52)と の ことである。
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南北アメリカ大陸を他の大陸から孤立させてヨーロッパ諸国の植民地化か

ら守るという領土問題が、当時のアメリカの政治家たちにとって共通の関心

事であったことはここからも証明されよう。しかし、だからと言って、いや、

だからこそ、モンローがそのことを年次教書の主要テーマとし、そ こで外交

に関する 「ドクトリン」を展開したとは考えられないのだ。不干渉、孤立 に

関するモンローの言葉が、第7パ ラグラフと第48,49パ ラグラフに大きく離

れて置かれていることからみても、何 らかの原則をたちあげるために理論を

構築する構成がとられているとは思えない。パーキンスは言う。「モンローは

(その演説で)そ の問題(非 植民地化の理論)に 、それ以後持つ ことになる

重要性を置くことはなかったし、… アメリカ的思考、アメリカの公共の見

解、アメリカの政治にこれほど大きな影響力を発揮することになる年次教書

の言葉ではあるが、モンローがそれを口から発音したとき、彼は自分の言葉

がそ の後、偉大な役割 を果たすであろうことな ど分かって いなかった」

(Perkins53)本 稿は この見解を支持したいと思う。ll周到に準備され構築され

た理論ではなかったが故に、モンローの言葉はアメリカ独自の理想、恐怖、

嫌悪、欲望などの情緒を豊かに含んだ概念の貯蔵庫となったのだ。対外政策

について国家の方針を決める必要が生じたとき、人々はいつもモンローの年

次教書の言葉に立ち帰り、それを利用、再利用、再再利用して理論を整え 「自

然の帰結」(corollary)という再生物として歴史に残してきたのである。

註

1956語 の外交に関連する言葉が大きく隔たったニカ所 にば らば らに置か

れていることも、アメリカ合衆国が、激動する外界からの友好的 ・敵対 ・

侵略的といった様々な働きかけにたいして、その都度国家として対処 しよ

うとした痕跡と見なすことができよう。

2こ の間の経緯については中嶋啓雄 『モンロー ・ドク トリンとアメリカ外交

の基盤』第三章 「モンロー宣言の背景一一革命第二世代の構想」(73-88)

に詳 しく解説されている。

3中 嶋はアメ リカが米英共同宣言を退けた理由を次のよ うに述べている。

「反英 ・親米的なロシアとの協調を維持 し、北西海岸地方問題を抱える米

露関係を必要以上に動揺させるような事態を避けるために、アメリカが米

英提携をしりぞけて単独で行動した」(中嶋123)当 時の国際情勢における
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4

5

6

7

8

9

国 家 間 の 緊 張 関 係 か ら、ア メ リ カ が イ ギ リ ス を 牽 制 し た と い う 説 得 力 の あ

る 理 由 が 提 示 さ れ て い る 。

こ の 四 段 階 は 「ア メ リ カ 合 衆 国 が 、 『半 球 』 に 関 す る 二 重 の 論 理 と二 面 性

の 政 策 を 次 第 に 正 当 化 し て い く様 子 」 と 説 明 さ れ て い る 。

コ ロ ラ リ ー の う ち 最 も 有 名 な 「ロ ー ズ ヴ ェ ル ト ・コ ロ ラ リ ー 」 と 国 際 連 盟

構 想 と の 対 比 に つ い て は 西 崎 の 以 下 の 論 文 を 参 照 の こ と 。西 崎 文 子 「モ ン

ロ ー ・ ドク ト リ ン の 普 遍 化:そ の 試 み と 挫 折 」(『ア メ リ カ 研 究 』 第20号

1986年 ア メ リ カ 学 会)

西 崎 文 子 は 、「ア メ リ カ 外 交 の 特 徴 」を 示 す 言 語 に つ い て 、「ア メ リ カ の 『道

義 的 優 位 』 を 示 唆 し 、 そ し て 『個 別 ・具 体 的 な 利 益 』 を 『普 遍 的 価 値 』 で

語 る 」(西 崎2011226)も の と言 っ て い る 。

モ ン ロ ー の 第 七 次 年 次 教 書 の テ ク ス トか ら の 引 用 箇 所 の 表 示 は[パ ラ グ

ラ フ ー セ ン テ ン ス]の 順 に 数 字 で 示 して あ る 。[48-3]は 第48パ ラ グ ラ フ 第

3セ ン テ ン ス の こ と 。

ThecitizensoftheUnitedStatescherishsentimentsthemostfriendlyinfavorof

thelibertyandhappinessoftheirfellow-menonthatsideoftheAtlantic.[48-4]

(italicmine)

InthewarbetweenthesenewGovernmentsandSpainwedeclaredourneutrality

atthetimeoftheirrecognition,andtothiswehaveadheredandshallcontinueto

adhere,providednochangeshalloccurwhich,inthejudgmentofthecompetent

authoritiesoftheirGovernment,shallmakeacorrespondingchangeonthepart

oftheUnitedStatesindispensabletotheirsecurity.[48-14](italicmine)

こ の 記 号 操 作 に 無 理 が あ る こ と を モ ン ロ ー 自 身 が 認 識 し て い る こ と が 彼

の レ ト リ ッ ク に に じ み 出 て い て 興 味 深 い 。beobvioustoallenlightenedand

impartialobserversと つ づ く あ た り 、 「観 察 者 」 と は 誰 の こ と?そ ん な 人 が

い て そ の 人 に 聞 い て み た?と つ っ こ み た く な る 。 独 立 宣 言 の 中 の

self-evidentの レ ト リ ッ ク の 反 復 が こ こ に も 見 え る 。

10こ れ は、9.ll以 後 のア メリカ的言説 にもつながって いる。犠牲者側 の位 置

に 自らをおいて いなが ら、犠牲者 を作 り出す側 で もあ った ことに気付 くと

きの狼狽 は、犠牲者 と迫害者 の二 重性一一victimizedで あ ると思 っている

自分 がvictimizerで あ る こと一一 の恐怖 としてアメ リカ文化 の中に潜在 し

て いるのであ る。
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11こ の部分 を論 じるのにDexterPerkinsの 用 いた用語 を見て いる と面 白い こ

とに気 付 く。アダムズやモ ンローの外 交政策 を指 し示す のにdoctrineは2

回 しか出て こな いのに対 し、principle,theory,dogmaは 合 わせて少 な くと

も7回 は使 われて いる。
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